
海上空港のある花と史跡のまち 昭和59年10月15日 Nu1012

市政だより
人口の動き

(前月比〉
人口計 68.859 +182 

男 33.062+ 74 
女 35.797 +オ 08 

世帯叡 20.485 + 49 
9月1日現在

白@包@)Q守邸巴信おG
「こん竹トンボはこげんやって飛ばすと・ー…Jrへ工ーおもしろいね」

福重地区のお年寄りガ 子供だちに苔の遊びを伝えます

竹トンボ竹鉄砲水鉄砲などなど作り方を習う子供だちも真剣です
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制

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
た
「
小
浜
お
お
む
ら
荘
」は
、
制

峠
老
朽
化
な
ど
で
安
心
し
て
宿
泊
で
き
る
施
設
と
し
て
継
続

時

制
困
難
な
こ
と
か
ら
、
ロ
月

1
日
付
で
閉
鎖
し
ま
す
。(刊
月
判

桝
ま
で
は
、
平
常
通
り
宿
泊
で
き
ま
す
)

桝

+

長
い
間
、

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
4

M

た
。

州

問

山
月
1
日
か
ら
は
、

気
軽
に
安
心
し
て
利
用
が
で
き
る
桝

州
「
雲
仙
荘
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

4
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12月2日か5
小浜おおむら荘にかわって

寝室2設昌也u]が登場

近
く
に
は
地
獄
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

ゲ
l
ト
ボ
l
ル
場
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

場
所

南
高
来
郡
小
浜
町
雲
仙

西
入
口
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
1
分

電
話

雲
仙

③

2
6
4
9

利
用
方
法
は

雲
仙
荘
は
・
・
・

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
保
養

所
で
、
雲
仙
天
草
国
立
公
園
の
中
に

あ
り
ま
す
。
(
別
図
参
照
)

予
約
は
、
直
接
、

雲
仙
出
壮
久
し
て

く
だ
さ
い
。

料
金

1
泊
2
食
付

3
5
0
0
円

(
入
湯
税
は
除
き
ま
す
)

①
大
村
市
民
は
、
保
険
年
金
課
、

福
祉
課
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
交
付

す
る
助
成
券
を
持
参
す
る
と
、

5

0
0
円
割
引
き
と
な
り
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
は
、

保
険
年
金
課
、
福
祉
課
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
交
付
す
る
助
成
券
を
持

参
す
る
と
、
更
に

5
0
0
円
割
引

き
と
な
り
ま
す
。

③
老
人
保
険
手
帳
を
持
参
し
た
人

は
、
更
に

1
0
0
0
円
割
引
き
と

な
り
ま
す
。

圏

内

才

以

上
の
大
村
市
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
は
、
1
泊
2

食
付
1
5
0
0
円

(
入
湯
税
を

除
く
)
で
宿
泊
で
き
ま
す
。

※
助
成
券
を
申
請
す
る
際
は
、

必
ず
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ

い
。

至
小
浜

ご協力ください)(工事中ご迷惑をおかけしますが、道しるべ伸びる文化の※下水道
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イ11月3日夕
むおお市政だより(3) 

バスタ ミナル出発

広場披露 (市営野球場)

4前

竹月 2日(金)

午後6時30分市民会館

ミス大村選彰式、職場対抗歌合戦ほか

町一夜
〔友情出演〕

PLMBA 

大村発電所

九州ガス

午前10時30分

午前11時より

〔出演〕

ブラスパンド

バトン鼓昧ショー

ミス大村披露パレード

民踊道行

日舞道行

日焼浮立

沖田 踊

女相撲甚句

獅 子舞

樽みこし

力一三)'¥}[; 

Jおおむら大物産展タ

11月3日(土) 午前10時~午後日寺

4日(日) 午前10時~午後3時
場 所 市役所横埋立地

※出居者を募集中です。

申 込・ 間合わせ先 大村青年会議所

宮②6391

第23回

お
お
品
湖
毎
尚
一
駅

日召等

主日月 半
T器 Z
'0.目

ぎの
方

照
明
器
具
は
、
安
全
性
、
便
利
さ
、

効
率
な
ど
を
考
え
て
、
使
う
場
所
や

目
的
に
応
じ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

，
「
/
0

・
勉
強
部
屋
、
書
斎
な
ど
細
か
い
作

業
を
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
部
屋
全

体
の
照
明
と
作
業
部
分
の
照
明
と

に
よ
り
、
明
る
く
、
ま
ぶ
し
さ
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
食
堂
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
l
ム
な
ど

で
は
、
料
理
や
食
器
を
お
い
し
く
、

美
し
く
、
見
え
る
よ
う
に
白
熱
電

球
や
演
色
性
(
も
の
の
見
え
方
)
の

よ
い
佳
光
ラ
ン
プ
を
選
び
ま
し
ょ

え
P
ノ
0

・
応
接
間
、
リ
ピ
、
/
グ
ル
i
ム
な
ど

落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
を
必
要
と
す

る
と
こ
ろ
で
は
、
明
る
さ
よ
り
も

ム
l
ド
、
つ
く
り
と
イ
ン
テ
リ
ア
と

の
調
和
を
考
え
て
選
び
ま
し
ょ
う

0

・
調
光
器
を
使
え
ば
明
る
さ
を
自
由

に
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

粉石けん尊さ諭す

の l の 所 当 業 めど 必ラ l 

収日場得こす哲ら か要 リ給 額 給
入 1合がれる得れら経 i呈 を与
金 12に給 lこも者て 給費 マ !古 57所
額月は与伴 ののい 与とン百 万得
が 31 、所 いで 必る 所し ?控 円控
90日年得、す要も 得て 到ら に除
万)間だ杢 O 粧のだ の 務と 引額
円。?(け壬 費でけ意に同 上 の
(桁 1の 中 に、 lこ味 件 げ 最
改 与月 人の 相事 認なう サ j 低

民nUDaJ@iU
窃昌吉ω[3~指

お ぶ く書の 「 らり り 除 ば 正
尋諜詳だ」扶昭 れ 、 な ま が 、 前
ね甲しさを養和るこおし受配 88
く二亡くい勤控 59これ、たけ偶 万
だ ψ は O 務除 そとら今 O ら者円
さ 1諌先寺.7J.にの回 れ控)
い 3早 に宙給な控の る除以
o 7税 提宍 与る除改 よ や 下
0務 出塾F片人が 正 う扶で
)所 し申得は受に に養あ
へ て告者 、けよ な控れ

※生命の
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{果
、さ
の
訪
、
ず
れ
と
共
に
、

い
よ
い

よ
火
災
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

今
年
は
、
市
内
で
の
火
災
発
生
件

数

(
9月
お
日
現
在
)
が
り
件
(
昨

年
同
期
初
件
)
と
例
年
に
な
く
多
発

し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
火
気
の
使
用

が
多
く
な
る
年
末
に
か
け
て
、
さ
ら

に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

火
災
は
、
わ
ず
か
な
油
断
で
も
尊

国
道
斜
号
線

橋
架
替
工
事

沖
田
橋
の
架
替
工
事
の
た
め

迂
回
路
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場
所沖

田
郷
(
猪
股
商
庖
前
)1
宮

小
路
三
丁
目
(
建
設
大
学
笠
間
)

期
間日

月
中
旬
1
ω
年
3
月
刊
日

間
合
わ
せ
先

建
設
省
大
村
維
持
出
張
所

(宮
⑤
7
1
6
1
)

使用済み乾電池は

ゴミ として

出さないで.グ
わ
た
し
た

ち
の
周
囲
に

は、

乾
電
池

が
な
け
れ
ば

生
活
が
出
来

な
い
よ
う
な

も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま

す
。し

か
し

乾
電
池
に
は
、

水
銀
、
マ
ン

w-=・
•• 

p
s
a

、.・‘，

出
闘

H
a
a，
‘
国
司
，
崎
両

J'

結
凋
劉
副

Z
a扇
d
'

一'・

総
幅
嗣

k
"

旬
、
ー

取

g
2

、，，，い生
命
、
財
産
を
無

く
し
て
し
ま
う
恐
い

も
の
で
す
。

外
出
、
お
や
す
み

前
に
は
、
必
ず
火
の

元
を
点
検
し
、
火
災

予
防
に
つ
と
め
ま
し

ト晶

、「
ノ
。

火
災
を
起
こ
す
人

の
盲
点
は
、

忘
却
、

無
知
、
無
頓
着
、
慣

れ
、
失
敗
、
怠
惰
の

六
つ
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
人
聞
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
持
っ
て
い
る
本
質
的
な
欠
陥

で
す
。
こ
の
欠
陥
弁
寺
内
一
全
に
な
お
せ

な
い
以
上
、
私
た
ち
は
、
万
一
に
備

え
て
ふ
だ
ん
か
ら
十
分
に
対
策
を
た

て
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ガ
ン、

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛
な
ど
の
有

害
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ご
み
と

し
て
使
用
済
み
乾
電
池
が
出
さ
れ
る

と
、
ご
み
処
理
の
な
か
で
新
た
な

環
境
汚
染
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
公
害
を

無
く
す
た
め
使
用
済
み
乾
電
池
の
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
女
ン
形
電
池
は
ーーー
水
銀
含
有

量
、
が
最
も
多
く
、
使
用
済
み
の
も
の

は
購
入
さ
れ
た
小
売
屈
に
回
収
箱
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
回 (今年4月に発生した火災現場)

市警
民里

記討苓
，芯論
講会
演と

今
や
社
会
の
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
少
年
非
行

・
教
育
茎
焼
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
る

「
教
育
問
題
市
民
討
論
会
」
を
聞
き

ま
す
。

期
日

日
月
お
日
間

場
所

大
村
商
工
会
議
所
大
ホ

l
ル

間
合
わ
せ
先

大
村
青
年
会
議
所

(宮
②
6
3
9
1
)

;第
1
部

パ
ネ
ル
討
議
;

テ
ー
マ

な
ぜ
、
少
年
非
行
は
減
少

し
な
い
の
か
l
よ
9
こ
や
か
力
夫

村
の
子
供
か
肴
で
る
た
め
に
|

|

時
間

午
後
1
時
初
分
J
3
時
初
分

収
箱
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い。

筒
形
乾
電
池
は
|

|
一
般
に
単
一

、

単
二
、
単
三
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

で
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
場
合
は
、

大
気
汚
染
や
埋
立
地
の
土
壌
汚
染
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
使
用
済

み
乾
電
池
は
各
家
庭
で
保
管
し
、
回

収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
日

各
町
内
不
燃
物
収
集
日
の

毎
月
第
1
回
目

持
ち
出
し
場
所

各
町
内
不
燃
物
集
積
所

昭和60年版県民手帳

~OOB姐申
ー
第
2
部

大型 9.5X14.5cm 350円
小型 6.8X 10. 9cm 250円
申込期限 10月25日(木)

申込・間合わせ先 企画課

育てよう

記
念
講
演

i

乗ろう守ろう

演
題

今
、
な
ぜ
教
育
改
革
な
の
か

講
師

前
文
部

・
法
務
大
臣

衆
議
院
議
員
奥
野
誠
亮
氏

時
間

午
後
3
時

ω分
1
5
時

※大村線

持
ち
出
し
方

不
用
に
な
っ
た
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル

ル
袋
に
入
れ
、
不
燃
物
と
別
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。



〔ケ
ー
ス
①
)
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
「
国

で
は
、
消
火
器
の
設
置
を
義
務
づ
け

て
い
る
。
備
え
て
い
な
い
と
、
罰
金

ぐ
ら
い
で
は
済
ま
な
い
」
と
言
わ
れ
、

購
入
し
た
。
数
日
後
、
設
置
義
務
は

な
い
こ
と
が
分
か
り
返
品
を
申
し
出

た
が
、
業
者
は
、
現
金
購
入
を
理
由

に
応
じ
な
い
。

〔ケ
ー
ス
②
〕
引
っ
越
し
て
3
か
月

ほ
ど
し
た
と
き
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

訪
ね
て
き
て
「
町
内
会
で
消
火
器
を

販
売
し
て
い
る
。
お
隣
り
も
購
入
し

た
」
と
言
う
の
で
、
一
つ
買
っ
た
。

し
か
し
、
町
内
会
と
は
関
係
が
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
解
約
を
申
し

出
た
が
、
応
じ
よ
う
と
も
し
な
い
。

〔ケ
ー
ス
③
]
「
消
火
器
の
点
検
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
来
た
」
と
言
う

の
で
、
消
防
署
か
ら
来
た
も
の
と
勘

違
い
し
、
消
火
器
を
購
入
し
て
し
ま

っ
た
。
返
品
し
た
い
。

b 川川111川 11111111111川

相

談

むおお市政だより(5) 

~不審に思ったら

公的機関、に連絡を~

回

答

各
家
庭
が
、
災
害
に
対
す
る
備
え

を
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
、
消

火
器
の
設
置
も
そ
の

一
つ
と
い
え
ま

す。
し
か
し
、
法
的
に
は
、
個
々
の
家

庭
に
消
火
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
相
談
例
の
よ
う
に
、

あ
た
か
も
公
的
機
関
や
地
域
の
組
織

か
ら
の
訪
問
の
よ
う
に
装
い
、
名
を

か
た
り
、
設
置
義
務
を
強
調
す
る
な

ど
し
て
、
消
火
器
を
販
売
す
る
悪
質

な
や
り
方
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
な

か
に
は
「
消
防
署
か
ら
来
た
」
と
言

う
ケ
l
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
気
を
つ
け
た
い
も
の
。
消
防
機

関
の
職
員
は
、
消
火
器
の
販
売
や
点

検
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
悪
質
な
業
者
や
セ
ー
ル

ス
マ
ン
の
言
う
な
り
に
な
っ
て
い
る

と
「
市
価
よ
り
高
額
」
な
も
の
を
「
必

要
以
上
」
に
購
入
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
後
に
な
っ
て
円
か
た
り
商

法
げ
だ
と
気
づ
き
、
解
約
や
返
品
を

申
し
出
よ
う
と
連
絡
し
て
も
、
次
の

よ
う
な
理
由
か
ら
、
結
局
、
消
費
者

の
ほ
う
が
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
例
が

タ
タ
い
よ
う
で
す
o

v
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
よ
虚
偽
の
説

明
ω

は
口
頭
な
の
で
立
証
が
困
難
V

商
品
を
受
け
取
り
、
代
金
を
全
額
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
ク
l
リ
ン
グ
オ

フ
二
定
期
間
内
な
ら
解
約
で
き
る

ご
と
)
は
適
用
さ
れ
な
い

V
業
者
が

解
約
に
応
じ
な
い
ー
ー
な
ど
の
た
め

交
渉
期
間
が
長
引
き
、
わ
ず
ら
わ
し

さ
が
増
す
半
面
打
必
需
品
で
も
あ
る
H

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

購
入
を
勧
め
ら
れ
て
不
審
に
思
わ

れ
た
方
は
、
消
防
署
な
ど
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

••• 

こ
の
ほ
か
、
公
的
機
関
を
か
た
る

も
の
に
「
郵
便
局
の
指
導
で
」
な
ど

と
言
っ
て
表
札
を
訪
問
販
売
す
る
例

も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
家
族
の
氏
名

を
表
示
す
る
の
は
、
郵
便
物
な
ど
の

配
達
に
は
望
ま
し
い
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
か
に
は
、
代
金
、
だ
け
を
受

け
取
り
、
名
前
弁
書
い
た
表
札
を
届

け
な
い
悪
質
な
業
者
も
見
ら
れ
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
注
〉
延
べ
床
面
積

1
5
0平
方
メ
ト
ル

以
上
の
共
同
住
宅
(
ア
パ
ー
ト
な
ど
)
に

は
消
火
器
の
設
置
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

共
用
部
分
に
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
欠
口

戸
ご
と
に
設
置
す
る
必
要
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

健
康
教
育
講
演
会

期

日

日

月
5
日
間

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

講

演

会

時

間

午

後

l
時
初
分

演
題
老
人
の
健
康
保
持
に
つ
い

て

講
師
佐
藤
外
科
医
院

院

長

佐

藤

信
二
先
生

健
康
担
談

時

間

午

後

3
時

内
容
血
圧
測
定

み
ん
な
の
健
康
教
室

日

時

日

月
2
日
幽

午
後
1
時
1
2
時
却
分

場

所

国

立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー

演
題い

つ
ま
で
も
若
く
強
く
美
し
く

講
師

北
九
州
市
立
八
幡
病
院

院
長
川
野
正
七
先
生

富の原小ほか)

一一一一、一、¥
/ 、
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守ってますか喫煙マナー

※大村中央ライオンズクラブ旗争奪少年少女バレーボール大会

Smokin' Ckan 

豊
か
な
く
ら
し
と

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金

t
;
郵
便
貯
金
月
間
実
施
中

t
j

郵
便
貯
金
と
し
て
預
け
ら
れ
た
資

金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の
主
要
な

原
資
と
し
て
、
福
祉
の
増
進
や
社
会

資
本
の
充
実
な
ど
の
た
め
に
運
用
さ

れ
、
住
み
よ
い
社
会
守
つ
く
り
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

住
宅
、
学
校
、
公
園
、
道
路
、
下

水
道
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
整
備

や
中
小
企
業
の
育
成
、
近
代
化
な
ど

身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
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g i 恥 DD 国 @ 自 白 w 日ク 2ク Cごコ 官

2日 成人の健康相談 福祉センタ - 13 : 00~ 1 5 : 00 19日 成人の健康相談 竹松出張所 1 3 : 30~ 1 5 : 00 

(i) ⑩40歳以上(主婦、自営業者など) ⑮血圧測定 (月) ⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定

3日 当番医 ⑮みそ汁(汁のみ少々)

{土祭) (内)岡内科医院東三城 宮②3000 20日 乳幼児健康相談

(耳鼻咽喉)海江ぱ医院東本町 宮②3329 (火) 保健所 ③ 9 : 30~10:00 ⑮ 8か月以上の乳児

4日 当番医 鈴田出張所 ③ 9:30~ 11: 00 ⑪乳幼児

侶) (内・消)南野内科消化器科医院東三城 宮③3731 成人の健康相談 鈴田出張所 13: 30~ 15: 00 

(整)貞松整形外科医院東本町 宮④1161 ⑮⑮…19日(月)と同じ

5日 安産教室 市役所健康相談室 9: 30~ 11: 30 21日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13: OO~ 16: 00 

(月) (③ 9:30まで) ⑮母子健康手帳、ズボン (水) ⑮妊娠中の栄養、お産について、妊婦体操ほか

一般健康相談 市役所 13 : 00~16:00 22日 3歳児健康診査 市役所第 1会議室

⑮血庄測定、みそ汁の塩分濃度測定 休) ③ 9: 30~ 10 : 00 、 13 : 00~13:30

⑮みそ汁(汁のみ少々) ⑪昭和56年5月生まれ (55年11 月 ~56年4月生ま

6日 乳幼児健康相談 れでまだ受けていない人も受診してください。) I 

伏) 保健所 ③ 9:30~ 1O :00 ⑮ 4か月までの乳児 ⑮母子健康子帳、問診票

福重出張所 ③13:30~ 1 5:00 ⑩乳幼児 23日 当番医

7日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00~ 16:00 (金・祭) (内)大薗内科医院松並 1丁目 E④5546 

(水) ⑮はじめて母親となる心得、妊娠中の保健
(外・内)佐藤外科医院 杭出津 2丁目 Pft②3070

11日 当番医 25日 当番医

{日) (内)早田内科医院 竹松本町 宮⑤3530 {日) (内 ・皮)寺井医院玖島郷 E②3574

(外・内)田崎医院古田J1丁目 E③1234 (整)橋口整形外科医院竹松本町 宮①8739

12日 乳幼児健康相談 竹松出張所 26日 乳幼児健康相談 三浦出張所

(円) 9:30~11 :30 ⑪O~ 6か月の乳児 (月) ③ 9:30~ 11 :00 @乳幼児

13:00~ 15: 00 ⑮7か月以上の乳幼児 28日 妊婦教室(4) 中地区公民館 13 : 00 ~ 16 : 00 

⑮離乳食教室 (10:30~ 11: 30) (水) ⑮乳幼児の環境と性格、家族計画

13日 乳幼児健康相談 保健所 ③ 9 : 30~ 1O :00 29日 1歳6か月児健康診査

(火) ⑮ 5~7 か月の乳児 休) コミュニティセンタ ー ③13: OO~ 13: 30 

⑮離乳食教室 (1 0:00~11 : 00) ⑩昭和58年4月生まれ (57年11 月 ~58年3月生ま

14日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~16:00 れでまだ受けていない人も受診してください。)

(水) ⑮入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか ⑮母子健康手帳、問診票

16日 成人の健康相談 福祉センター 1 3:00~ 15 :00 30日 1歳6か月児健康診査 コミュニティセンタ ー

(釦 ⑮⑮...2日(釦と 同じ (釦 ③13: OO~ 13: 30 ⑮⑮…29日(木)と同じ

18日 当番医 当番医の診療時間 9: OO~ 18: 00 

(日) (内)近藤医院東本町 宮④1166 ※今月は都合により妊婦教室の(2)と(3)の内容

(i必)黒木泌尿器科医院西大村本町 宮④0211 を入れかえます。

暗号の説明
10月288の日曜当番医を蛮更

⑮・・・対象となる人
都合により、次の通り変更します。

⑧・・・受付
〔内)松井医院久原2T目 告③6624

⑮…持ってくるもの

⑮ ...内容 (外・度)中島外科 西三城町宮⑨ 3875

※子育て電話相談室 8③4070 (毎週火・金曜日 午前10時~午後 5時)



(7) 市政だより おおむら 川11川

“赤い羽根" 空の第一便ガ到着(~ 長崎空港)

T日スタートし芝、共同募金の赤い羽根ガ¥午前10時45分¥

全日空機で東京から到蒼。戸島市長らに赤い羽根と厚生大臣

のメッセ ジガ届けられました。

スクスク育つ中国野菜(諏訪3丁目)

8月下旬来大し芝、中国・よ二週県の農業視察団 行

ガ窪まきをした中国野菜(上海青菜など13種〉ガ成長。

いずれも葉ガ厚く¥日本の野菜より緑ガ多く、昧も上

々とのことです。

回目 m回 8
10月20日(土) 午後2時~4時

コミュニティセンター
あば鎗て山の月(戸二メーション〉

亀裂〈家庭教育〉

創立100年を迎えまし疋(私 大村高校)

明治13年に開校しだ大村高枝の7∞周年記念

碑ガ完成。生徒会の浦越勝会長と山口麗子副

会長によって除幕されましだ。

10月6日には同枝で盛大に100周年の祝賀
行事ガ行われましだ。

9局@@aJ
10月318依}までです

① 固 定 資 産 税 ( 第3期)
①国民健康保険税(第4期〉

年賀はがき

11月5日(月間発売

40円 45円(絵入り)の 2種類あります。

お求めは、お近くの郵便局でどうぞc

※第31回文部大臣旗全国高等学校弁論大会 (10月21日(日)午前 9時30分 市民会館)
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健康保険本人も健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
心

身
障
害
者

・
母
子

・
寡
婦

・
単
婦

・

{量力
で
健
康
保
険
本
人
も
福
祉
医
療

費
の
受
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
受
給
資
格
の
認
定
手
続
き

を
福
祉
課
福
祉
係
で
受
け
て
く
だ
さ

支
給
さ
れ
る
医
療
費

一
部
負
担
歪

か
ら
久
木
例
で
定
め
る

自
己
負
担
額
を
控
除
し
た
額

手
続
き
に
必
要
な
も
の

O
健
康
保
険
証

O
印
鑑

0
'ω
年
度
分
市
民
税
課
税
証
明
書

O
同
年
分
の
所
得
証
明
書

(本
人
、

配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
)

O
住
民
票
謄
本

O
心
身
障
害
者
の
人
は
身
体
障
害
者

手
帳
、
ま
た
は
雲
円
手
帳

O
寡
婦

・
母
子

・
寡
男

・
単
婦
の
人

は
戸
籍
謄
本

間
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

墨
親
を
求
め
る

月
間
寵
勤
襲
臆
串

里
親
と
は
1
1
1
0
家
庭
の
事
情
に

よ
り
両
親
か
ら
養
育
さ
れ
な
い
児
童

を
、
愛
情
と
理
解
を
も
っ
て
健
全
な

身
体
お
よ
び
豊
か
な
情
操
と
良
識
を

持
っ

た
人
間
と
な
る
よ
う
、
家
庭
の

一
員
と
し
て
養
育
す
る
制
度
で
す
。

現
在
、
里
親
制
度
の
振
興
を
図
る

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

心
身
障
害
児
(
者
)
の
み
な
さ
ん

。フ
l
ル
を
開
放
し
ま
す

|

|

諌
早
療
育
セ
ン
タ
ー

ー

ー

O
重
症
心
身
障
害
児
(者
)

場
所

諌
早
療
育
セ
ン
タ
ー
(
諌
早

市
有
喜
町
7
2
4
、
宮
諌
早
③
3

1
3
1
)
 

利
用
の
方
法

①
利
用
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
人

は
、
あ
ら
か
じ
め

「0

ア
ー
ル
利
用

申
請
書」

に
よ
り
登
録
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
は
福
祉
課
お
よ
び
諌
早

療
育
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

⑦
登
録
さ
れ
た
保
護
者
の
人
は
、
プ

ー
ル
利
用
を
希
望
す
る
都
度
、
諌

早
療
育
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

間
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

水
浴
の
機
会
が
少
な
い
心
身
障
害

児
(
者
)
に
水
浴
の
場
を
提
供
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
心
身
障
害
児
(者
)
の
療

育
訓
練
、

健
康
の
増
進
と
そ
の
家
庭

の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
プ

ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

O
療
育
手
帳
を
所
持
す
る
児
童
(者
)

O
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
児

章
一

昨
年
7
月

か
ら
今
年
の

9
月
に
か
け

て
発
行
し
た

心
身
障
害
者

(身
障
手
帳

4
級
1
6
級

ま
た
は
療
育

手
帳
弘
、
円
四
)、

母
子
、寡
婦
、

単
婦
、
寡
男

の
医
療
受
給

者
証
の
期
限

が
過
、ぎ
て
い
ま
す
。
引
続
き
助
成
を

受
け
る
に
は
更
新
が
必
要
で
す
。

ま
だ
更
新
子
続
き
が
お
済
み
で
な

い
人
は
、
急
い
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ

い
。

更
新
を
し
な
い
と
福
祉
医
療
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き

・
間
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

|福祉医療費受給資格者劃

更新は
お済みですか

協和町・慰霊塔公園午前10時30分(10月28日(日)※第21海軍航空廠殉職者慰霊大祭

身
体
障
害
者
福
祉
法
の

一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

身
体
障
害
者
福
祉
法
の

一
部
改
正

に
よ
り
、
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
の

機
能
障
害
が
新
た
に
認
定
さ
れ
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
が
長
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
と
。

申
請
・

間
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係
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コSza--7ィ

包
ン
タ
l
羽

倉
④
3
1
6
1

5

印
字
、
な
え
よ
つ
ね

に
J

を
モ
ッ
ト
ー
に

ハ
イ
キ
ン
グ

・
キ
ャ

ン
プ

・
奉
仕
活
動
を

通
じ
で
、
少
年
自
身

の
健
康
や
社
会
に
役

立
つ
能
力
存
v

身
に
つ

け
る
の
が
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
活
動
で
す
。

小
学
1
年
生
1
4
年

田
園
S

L
l
側
四
割

灼
一
募

コ
員

ι
隠

ボ対
象

・
定
員

生
、
初
人

菓
集
期
限

叩
月
白
日
附

※
期
限
前
で
も
、
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

は
が
き
に
、
住
所

・
氏

名

・
学
校

・
学
年

・
保
護
者
名
を

記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
間
合
わ
せ
先

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
干
鰯

幸
町
お

1
お
)

むおお市政だより(9) 

ス
ポ
ー
ツ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯

第

3
回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
資
格

小

・
中

・
高
校
生
を
除

き
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日

日
月
お
日
間

場
所

市
営
球
場
ほ
か

参
加
料

3
0
0
0
円

申
込
期
限

叩
月
払
日
制

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
ス
ポ
ー
ツ
社(宮

②
4
1
7
8
)

第
ワ
回

市

民

野

球

大

会

期
日

日
月
凶
日

U
1
日
日

ω

場
所

市
営
球
場
ほ
か

チ
ー
ム
編
成

町
内
単
位
ま
た
は
ク

ラ
ブ
チ
l
ム

※
野
球
協
ム
蕃
治
跡
選
手
は
1
チ
l

ム
3
人
ま
で
参
/
加
で
き
ま
す
。

参
加
料

5
0
0
0
円

申
込
期
限

叩
月
白
日
附

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
市
野
球
協
会
事
務
局
(
宮
①

4
1
1
1
、
市
役
所
監
査
事
務
局
、

沖
田
)

組
合
せ
・
監
督
会
議

日
月
5
日
間

午
後
5
時
却
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

コミュニティセンターを定例的に利用している団体、グル プが、日頃の

活動の成果を発表します。皆さんのおいて・をお待ち しています。

⑮ |展示発表|
⑧ :!? 29日(月) 9: 0川 00(298(<3:18: 00まで)

(と~) - (内容)書、陶芸、和紙ちぎリ絵、写真)11柳、和裁、色鉛筆画、油絵、
¥ーシ斤九も 水彩画、水墨画、 7ラワ一、日本人形、篠手芸、木彫、彫刻、

¥dJ /'"ヘ 手編み、七宝焼ヨット、革工芸、 中国事情の紹介、
¥ー/パャ， ガ /レス力ウ卜、古典を読む会、白萩俳句会

モン⑧~映画
大正琴、合唱、38体操、 \~) ~ 27日ω
合同出演 ------ ( llJ J ) 14 : 00"--' 16 : 00 

， ) 'iレ工、 ¥土/イ二二三
22シジャス¥38体操、民同誌 '-" 00月ト
合同出演 ~ (27日)

)⑩ 

⑧ 
⑤ 

@ 

|舞台発表|
27日ω 18:30-21 : 40 

尺八、民踊、詩吟、太極拳、器主主演奏、歌謡

28日(日)
午前の部(10: 00"-' 12 : 15) 

昼 の 部(13:00"-'15: 15) 
夜 の部(18:00"-'21 : 30) 

おにぎリ、うどんほか::J 28日(日ト29日(月)ザ[]3 

知
市
民
音
楽
祭

10月28日(日) 正午開場 場所/市民会館 入場料/300円
コーラス (12:30~ 13: 30)西中合唱部、大高音楽部、大村少年合唱団、大村グリーンコーラス、

コスモスの会、大村混声合唱団、 カト レアコーラス

楽 (13:45~ 14: 45) 星風会、宮城会、筑紫会、竹友会、規友会、若水会

楽 (15 : 00~ 16:30) パーjレハワイアンズ、大村ジ、ャズ研究会、大村ギター合奏団、

大村音楽同好会、大高吹奏楽部

手H

器

1111111叩叩剛川111111 間合わせ先 :大村市音楽団体協議会 (中地区公民館内 宮③1376)

市民会館)午前 9時(土・祭)(11月3日※児童読書感想発表大会
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収
納
代
理
金
融
機
関

が
増
え
ま
し
た

西
九
州
信
用
金
庫
西
大
村
支
庖
が

開
設
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
市
の
収
納

代
理
金
融
機
関
に
指
定
し
ま
し
た
。

市
税
な
ど
の
納
付
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

市
美
術
展
作
品
募
集

部
門

洋
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
塑
工

芸
、
写
真
、
日
本
画
、
版
画
、
書

道
会

期

日
月
お
日
制
i
m
日
開

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

出
品
資
格

高
校
生
以
上
で
市
内
に

住
ん
で
い
る
人
お
よ
び
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

出
品
点
数
・
出
品
料

l
部
門
に
つ

き
1
人
2
点
以
内
、

5
0
0
円

申
込
期
限

日
月
ロ
日
間

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
市
美
術

協
会
事
務
局

(
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
内
)

ふ
る
さ
と
の
夕
陽
コ
ン
ク
ー
ル

(コ スモス〉

集

長
崎
県
内
の
夕
陽
と
地
域
の
宣
尽

の
宝
真
を
募
集
中
で
す
。

規
格

カ
ラ
l
ス
ラ
イ
ド
お
ミ
リ
判

に
限
り
ま
す
。

応
募
期
限

叩
月
白
日
附

必
着

応
募
・
間
合
わ
せ
先

県
自
然
保
護
課
(
一
Tm長
崎
市
江

戸
町
2
1
U

E
長
崎
⑫
1
1
1

亡3
00 

一雰

作

長
崎
県
教
職
員化

美

術

展

期
間

口
月
2
日
制
1
4
日
間

午
前
9
時
i
午
後
5
時

(
4
日
は

午
後
3
時
ま
で
)

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容

絵
画
、
彫
塑
、
工
芸
、
デ
ザ

イ
ン
、
書
、
写
真

文

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
雇
用
促
進
運
動

ポ
ス
タ
ー
-

標
語
を
募
集
中

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
が
、
日
本
に
定

住
す
る
た
め
の
就
職
を
よ
り
促
進
す

る
た
め
、
ロ
月
1
日
か
ら
日
日
ま
で

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
雇
用
促
進
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
、
ポ

ス
タ
ー

・
標
語
弁
昔
重
大
し
ま
す
。

規
格

O
ポ
ス
タ
ー
の
部

(絵
)
B
3
の
ケ
ン
ト
紙
を
使
用
。

用
具
は
自
由
で
す
。

(
宝
重
〈
)
六
ツ
切
。
カ
ラ
l
、
モ

ノ
ク
ロ
自
由
で
す
。

O
標
語
の
部
は
が
き
1
枚
に
1
点
。

出
品
点
数
は
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。

送
り
先

ア
ジ
ア
福
祉
教
育
財
団
難

民
事
業
本
部

・イ
ン
ド
シ
ナ
難
民

雇
用
促
進
運
動
推
進
委
員
会
(
〒

町
東
京
都
港
区
赤
坂
2
1
m
l
9
、

ラ
ン
デ
ィ
ク
赤
坂
第
二
ピ
ル
4
階
)

間
合
わ
せ
先

大
村
難
民
一
時
レ
セ

プ
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
(
宮
③
2
1

5
7
)
 

善
意
通
訳
を
募
集

外
国
人
旅
行
者
が
安
心
し
て
旅
行

で
き
る
観
光
地
を
つ
く
る
た
め
、
善

意
通
訳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

間
合
わ
せ
先

県
観
光
課
善
意
通
訳

の
係
(
宮
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

松
原
郵
便
局

新
築
移
転
し
ま
す

所
在
地

旧
松
原
出
張
所
跡
地
(
一

ノ
郷
m
l
2
)

業
務
開
始

日
月
却
日
間

午
前
9
時

《
香
典
返
し
》
敬
称
略

福
祉
基
金
へ

マ
中
沢
ス
ヱ
子
(
諏
訪
二
丁
目

亡
夫
定
夫
)
却
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
中
島
愛
子
(
宮
小
路
三
丁
目

・
'
}

亡
夫
万
次
郎
)
3
万
円

φ

“

マ
今
里
正
枝

(祝
崎
郷

・
亡
夫

d

菊
次
郎
)

3
万

円

広

、

一
マ
福
田
金
蔵
(
本
町
三
丁
目

・

剖
旬

日

亡
義
父
中
村
福
蔵
)
5
万
円

岳
、

日
マ
柳
田
貰
(
富
の
原
二
丁
目

・

g-

時

亡
母
ス
エ
)
5
万

円

山

副

司
マ
田
添
フ
デ
(
諏
訪
二
丁
目

・

.
‘

時

亡
夫
直
志
)

5
万
円

ad

日
マ
辻
徳
太
郎
(
杭
出
津
二
丁
目

iw-

∞

亡
妻
ケ
イ
)
叩
万
円

a九

日
マ
川
副
菊
枝
(
武
部
町

・
亡
夫

岨

ι

∞

喜

佐

男

)

叩

万

円

も

一

日
マ
安
藤
ツ
マ
(
西
大
村
本
町

・

胸
昭

一

亡

姪
飛
永
シ
オ
)
慈
宙
荘
ヘ
伶
常

的

5
万

円

織

錫

臼

デ由一
ζ

一
《

一
般
寄
付
》
敬
称
略

∞
福
祉
基
金
へ

勾
マ
国
光
秀
雄
(古
町
二
丁
目
)

∞

叩

万

5
円

…
社
会
福
祉
協
議
会
へ

時
マ
石
坂
軍
次
(
水
、
王
町
二
丁
目
)

一

切
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
寿
々
木
松
子
(
西
本
町
)
慈

恵
荘
へ
初
万
円
、
泉
の
里
へ

初
万
円
、
サ
ン
ラ
イ
フ

へ
初

万
円
、
老
人
福
祉
の
た
め
に

却
万
円

マ
東
京
パ

l
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ー

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
ヘ

3
万

8
4
9
6
円

一

マ
川
内
瞳

(桜
馬
場

一
丁
目
)

∞

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
あ
ん

∞

ま
機
1
台
ほ
か

∞

マ
浦
田
フ
ミ
(
日
泊
郷
)
大
村

骨

子
供
の
家
へ
金
一

封
ほ
か

∞

清
和
国
へ

∞

マ
大
村
煙
草
販
売
組
合
婦
人
部

∞

1
煙
草
空
箱
子
芸
講
習
∞

マ
大
村
市
蛇
踊
り
保
存
会
1
子

∞

蛇

踊

り

ぬ

マ
大
村
市
漁
業
協
同
組
合
1
鰯

特

A
せ

円
u

c

A

V

2
L
a

号

マ
岩
永
光
生
(
本
町
)
菓
子
日
時

箱
ほ
か

∞

マ
高
原
生
花
庖
(
本
町
)
生
花

+

花
龍
1
盛
ほ
か

マ
森
・
好
田
・
中
島
・
岩
井

・

末
永
理
容
院

1
理
容
奉
仕

マ
八
木
館
l
睦
凹
招
待

マ
専
売
公
社
大
村
営
業
所
l
タ

パ
コ
2
0
0
0
本

( 3日-7日入 16日-20日、 23日-28日)※11月の大村ボート
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